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会
場
ま
で
の
ご
案
内

①
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

 「
湯
島
駅
」
6
番
出
口 

徒
歩
１
分

②
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

 「
上
野
広
小
路
駅
」
A4
番
出
口

　

徒
歩
5
分

③
JR
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

 「
御
徒
町
駅
」
南
口 

徒
歩
6
分

＊
ホ
ー
ム
か
ら
南
口
改
札
へ
降
り

る
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

5
／
21

　

於　

新
潟
県
人
会
館

　

本
田
会
長
以
下
16
名

　

・
案
内
状
・
会
報
発
送

　

・
総
会
会
打
合
せ

中
学
校
同
窓
祭
・
総
会　

6
／
11

　

於　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
本
田
会
長
出
席

東
京
片
貝
会
総
会　
　
　

6
／
25

　

於　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　

・
会
員
68
名

　

・
来
賓
・
ゲ
ス
ト
39
名

片
貝
祭　
　
　
　
　

9
／
9
・
10

　

・
厄
年
同
級
会

　
　
　

出
発
式
挨
拶
＆
祝
い
酒　

　

・
浅
原
神
社
例
大
祭

　
　
　

本
田
会
長
列
席

　

・
相
撲
桟
敷
懇
親
会

　
　
　

会
員
多
数
参
加

片
貝
中
学
校
創
立
70
周
年

　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
10
／
21

　

於　

片
貝
中
学
校
体
育
館

　

・
本
田
会
長
以
下
３
名

　

記
念
講
演
と
し
て

　

・
本
会
主
催　

教
育
講
演
会

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

11
／
19

　

於　

新
潟
県
人
会
館

　

・
本
田
会
長
以
下
15
名

　

・
活
動
報
告

　

・
総
会
総
括

　

・
新
年
会
打
合
せ

忍
足
良
子
（
昭
22
年
卒
）
同
級
生

女
子
の
出
席
が
な
く
残
念
で
す
。

中
村
恵
美
子
（
昭
23
年
卒
）
元
気

に
し
て
い
ま
す
。

松
本
ア
イ
（
昭
24
年
卒
）
盛
会
を

お
祈
り
致
し
ま
す
、。
継
続
は
力

な
り
で
す
ね
。
故
郷
を
思
い
つ
つ
。

本
田
善
一
（
昭
26
年
卒
）
片
貝
出

身
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
て
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

石
川
春
子
（
昭
26
年
卒
）
先
日
退

院
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
杖
を
使

っ
て
出
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

吉
原
靖
子
（
昭
27
年
卒
）
元
気
に

し
て
居
り
ま
す
。
所
用
で
残
念
。

藤
塚
浩
治
（
昭
27
年
卒
）
今
回
は

都
合
が
合
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
の

会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

品
田
紀
美
子
（
昭
28
年
卒
）
体
調

が
少
し
悪
い
の
で
欠
席
し
ま
す
。

吉
井　

均
（
昭
29
年
卒
）
太
極
拳

（
公
認
二
段
）、
卓
球
、
水
泳
に
と

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

鯉
島
昭
雄
（
昭
29
年
卒
）
腰
が
痛

く
て
歩
く
の
が
困
難
で
す
。
お
酒

を
薬
と
し
て
毎
日
飲
ん
で
ま
す
。

加
藤
素
子
（
昭
32
年
卒
）
な
か
な

か
参
加
で
き
ず
、
懐
か
し
い
方
々

の
お
顔
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

藤
塚
昭
子
（
昭
32
年
卒
）
若
杉
会

の
佐
藤
氏
の
ペ
ー
ジ
で
見
る
片
貝

の
風
景
が
毎
月
楽
し
み
で
し
た
。

本
田
利
美
（
昭
38
年
卒
）
紺
仁
さ

ん
の
通
産
大
臣
賞
受
賞
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
井
正
之
（
昭
46
年
卒
）
HP
で
町

の
様
子
が
分
か
っ
て
感
謝
で
す
。

阿
部
清
（
昭
41
年
卒
）
今
回
初
の

出
席
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

若
杉
会
　
出
会
い
の
集
い

　

私
た
ち
は
毎
年
旅
行
を
行
っ
て

い
ま
す
が
，
今
年
は
新
潟
地
区
在

住
幹
事

の
方
々

の
お
世

話
で
去

る
6
月

6
・
7

日
，
咲

花
温
泉

で
出
会

い
の
集

い
が
行

わ
れ
ま

し
た
。
46
名
の
参
加
者
が
あ
り
一

夜
語
り
明
か
し
、
翌
日
は
有
志
で

阿
賀
野
川
遊
覧
を
楽
し
み
ま
し
た
。

さ
ざ
な
み
会 

徳
永
隆
広
氏
演
奏
会

　
10
／
28
＠
原
宿　

ホ
ー
ル
60　

　

今
回
選
ん
だ
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の

曲
目
は
、
痛
切
な
響
き
の
中
に
も
、

時
に
は
天
上
か
ら
光
が
差
し
込
む

か
の
よ
う
な
穏
や
か
さ
を
併
せ
持

つ
珠
玉
の
作
品
で
す
。
初
秋
に
彼

岸
へ
と
旅
立
っ
た
父
を
こ
の
曲
で

見
送
く
る
思
い
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

師
走
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

晩
秋
の
長
雨
が
過
ぎ
、
追
い
か
け
る
よ
う
に
早
い
初
雪
を
降

ら
せ
ま
し
た
。
沿
道
に
舞
う
落
ち
葉
の
乾
い
た
音
が
関
東
の
冬

を
伝
え
、
木
枯
ら
し
が
身
体
に
堪
え
る
気
候
で
す
。
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

会
場
を
前
回
と
同
じ
く
御
徒
町
に
あ
る
新
潟
県
人

会
館
に
設
け
、
下
記
の
要
領
に
て
平
成
30
年
新
年
会

を
開
催
致
し
ま
す
。

　

同
級
生
の
方
や
お
友
達
を
誘
い
合
い
、
多
数
の
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

日
時

　
　

平
成
30
年
１
月
28
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場

　
　

新
潟
県
人
会
館　

２
階

　
　

東
京
都
台
東
区
上
野
１
の
１
３
の
６　
　

　
　

☎
０
３
・
３
８
３
２
・
７
６
１
９

会
費

　
　

男
性
：
５
，
５
０
０
円

　
　

女
性
：
４
，
５
０
０
円

返
信
は
、
１
月
12
日
（
金
）
迄
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
東
京
片
貝
会

　
　
　
平
成
30
年
新
年
会
御
案
内

発行　東京片貝会
責任者 本田秀幸

〒 146-0084 大田区南久が原 2-32-10
電話　090-4831-5580

会
の
動
き

会
員
短
信

会
合
邂
逅

阿
部
武
様
（
昭
38
卒
、
十
九
伸
会
）

会
員
訃
報 
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第
58
回
定
期
総
会
が
開
幕
さ
れ
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら

ず
来
賓
38
名
、
会
員
68
名
、
総
勢
106

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
長
の
挨
拶

の
な
か
で
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

が
9
名
あ
り
、
大
変
嬉
し
い
事
と
お

伝
え
し
ま
し
た
。 

　

今
回
も
各
方
面
か
ら
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
JA
お
ぢ
や
様
か
ら
お
土
産
と

し
て
お
ぢ
や
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
、
片

貝
煙
火
協
会
様
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。
地
元

出
身
で
総
務
省
の
嘱
託
職
員
で
あ
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
佐
藤
勇
介
氏

の
活
動
風
景
を
掲
示
致
し
ま
し
た
。

小
千
谷
出
身
の
若
い
人
材
が
同
世
代

の
面
々
と
連
携
し
た
り
、
片
貝
町
の

振
興
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
今
後

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　

次
に
母
校
を
励
ま
す
会
内
藤
会
長

よ
り
会
員
各
位
へ
謝
辞
と
小
学
校
、

中
学
校
図
書
費
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
先
生
方
か
ら
児
童
・
生
徒
の

皆
様
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
模
様
を
お

伝
え
頂
く
と
共
に
、
今
年
10
月
21
日

に
片
貝
中
学
校
は
創
立
70
周
年
の
記

念
式
典
を
行
い
、
そ
の
一
環
と
し
て

教
育
講
演
会
を
開
催
す
る
旨
を
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
頂
き
ま
し

た
小
千
谷
市
教
育
長　

松
井
周
之
輔

様
、
片
貝
町
協
議
会
副
会
長
小
宮
正

明
様
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

松
井
様
に
は
小
千
谷
市
長
代
理
と

し
て
ご
挨
拶
い
た
だ
く
中
で
、
片
貝

町
の
人
口
減
少
の
現
状
と
し
て
昨
年

比
で
11
世
帯
77
名
の
減
だ
っ
た
事
、

こ
れ
に
関
し
て
、
市
と
し
て
対
策
に

重
点
を
置
い
て
い
る
事
、
そ
の
一
環

と
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

佐
藤
氏
が
赴
任
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

お
伝
え
頂
き
ま
し
た
。

　

小
宮
様
か
ら
は
、
本
田
協
議
会
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、

4
月
に
初
め
て
全
町
内
を
あ
げ
て
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
学
校
か
ら
は

授
業
の
一
環
と
し
て
児
童
が
加
わ
っ

た
り
と
、
千
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

っ
た
と
の
事
。
震
災
か
ら
13
年
を
経

た
が
周
囲
で
も
何
か
と
騒
が
し
い
昨

今
、
防
災
を
意
識
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
乾
杯
の
音
頭
を
朗
志
会

安
達
弘
之
様
よ
り
お
と
り
頂
き
、

会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
乾

杯
の
御
発
声
と
な
り
ま
し
た
。 

　

〆
と
な
る
恒
例
の
木
遣
り
大
合

唱
は
百
名
を
超
え
る
片
貝
人
の

朗
々
た
る
響
き
に
満
ち
、
ま
る
で

片
貝
祭
り
の
舞
台
に
い
る
か
の
よ

う
な
空
気
の
中
、
万
歳
三
唱
を
慰

十
六
会
黒
崎
正
雄
様
に
行
っ
て
頂

き
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

【
ご
来
賓
出
席
者
】（
敬
称
略
）

松
井
周
之
輔
（
小
千
谷
市
教
育
長
・

小
千
谷
市
長
代
理
）、大
矢
弘
光
（
小

千
谷
市
議
会
議
員
）、小
宮
正
明
（
片

貝
町
協
議
会
副
会
長
）、
高
橋
英
夫

（
東
京
新
潟
県
人
会
副
会
長
）、
小

方
邦
雄
（
片
貝
中
学
校
校
長
）、
相

田
覚
（
片
貝
小
学
校
教
頭
）、
楠
田

浩
（
片
貝
小
学
校
教
頭
）、
吉
原
裕

二
（
片
貝
中
学
校
同
窓
会
会
長
）、

小
野
塚
祐
一
（
片
貝
中
学
校
同
窓
会

事
務
局
長
）、
黒
﨑
哲
郎
（
片
貝
町

商
工
振
興
会
会
長
）、吉
田
敏
明
（
片

貝
町
公
民
館
館
長
）、小
林
光
紀
（
浄

照
寺
住
職
）、
根
本　

忠
（
片
貝
医

院
院
長
）、
山
口　

恒
（
浅
原
神
社

第
一
区
社
務
長
）、
石
上　

勉
（
酉

戌
会
会
長
・
還
暦
）
他
３
名
、
相
﨑

敏
（
成
友
会
会
長
・
50
歳
）
他
３
名
、

佐
藤
圭
三
（
飛
翔
会
会
長
・
42
歳
）

（2）

他
２
名
、
佐
藤
勇
介
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
）、
名
塚
孝
一
（
片
貝
町
伝

統
芸
能
保
存
会
会
長
）
他
11
名

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
17
〜
30
卒
）

中
川
克
子
、阿
部
修
次
、佐
藤
安
治
、

神
林
勝
夫
、浅
田
義
男
、大
塚
順
一
、

小
宮
秀
雄
、溝
手
俊
一
、石
川
春
子
、

荒
木
ム
ツ
、佐
藤
祐
一
、松
岡
規
子
、

安
達
弘
之

 

（
昭
和
31
〜
39
卒
）

小
宮
善
興
、芝　

満
雄
、小
野
塚
清
、

大
矢
佐
知
子
、
藤
塚　

悟
、
黒
瀬

良
子
、
大
塚
國
夫
、
安
達　

弘
、

黒
崎
正
雄
、木
村　

隆
、吉
原
敏
明
、

本
田
秀
幸
、松
井
京
子
、鈴
木
映
子
、

安
達
信
悟
、
大
矢
と
ら
じ
、
小
野

塚
和
夫
、
芝 

強
、
佐
藤
正
志
、
浅

井
忠
明

 

（
昭
和
40
卒
〜
）

相
崎
俊
夫
、
岸
井
久
美
子
、
太
刀

川
和
雄
、
安
達　

仁
、
阿
部　

清
、

安
達　

徹
、栗
原
知
子
、山
口
光
夫
、

小
林
和
弘
、安
達
裕
子
、安
達
亮
一
、

高
坂
清
美
、
山
口
正
彦
、
内
藤
富

美
子
、
藤
塚　

弘
、
秋
山
千
鶴
子
、

黒
﨑　

治
、吉
井　

譲
、藤
塚
伸
雄
、

三
枝
則
子
、
渡
辺
由
紀
子
、
安
達

智
子
、
徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅
史
、

松
井
朱
美
、
相
﨑
達
也
、
安
達
良

喜
、
小
野
塚
括
吉
、
堀
井
ひ
と
み
、

佐
藤
潤
、
吉
田
貴
裕
、
相
崎
清
輝
、

友
田
啓
、
白
石
知
子
、
吉
原　

勇

米どころ雪国おぢやでつくられた
“魚沼産コシヒカリ”
清らかな水と肥沃な土壌で丹精込めて
作った逸品です
おいしさと安心を追求した黄金色の稲穂
から精米された

“白い宝石たち”
その炊きあがりの艶と風味の良さは魚沼
産ブランドの名にふさわしい逸品です

「雪国で手塩にかけて作った“白い宝石”」

JA 越後おぢや
〒94-0021
新潟県小千谷市土川1-12-25
☎０258-83-3525

諸我石材店
墓碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
☎ 0258-84-2317

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自宅☎04-7176-4528
事務所03-3888-4190

JA越後おぢや
詳細は

検索⇒

年
代
を
超
え
て
繋
が
る
！

   
第
58
回
総
会
開
催
平
成
29
年
6
月
25
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
人
間
探
訪
　
第
二
回
　
　「
親
和
級
友
会
　
太
刀
川
　
三
郎
」

　 

東
京
片
貝
会
の
『
母
校
を
励
ま
す
会
』
発

足
当
時
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し
て
御
支
援
頂

い
て
い
る
太
刀
川
三
郎
さ
ん
（
90
）
の
ご
紹
介

で
す
。
太
刀
川
さ
ん
は
昭
和
二
十
三
年
長
岡

高
専
の
電
気
科
卒
業
後(

株)

関
東
配
電（
現
東

京
電
力
）に
入
社
、
神
奈
川
支
店
に
配
属
さ
れ

て
か
ら
東
電
一
筋
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
照
明
学
会
の
参
与
と
し
て
お
勤
め
に
な
り
平
成
九
年
に
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
日
本
放
送
協
会
を
始
め
各
局
に
多
数
出
演
さ
れ
専
門

書
籍
の
出
版
も
６
冊
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
功
績
に
通
商
産
業
大
臣
賞
始
め
関

係
方
面
か
ら
数
々
の
受
賞
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
鎌
倉
の
自
宅
で
趣
味
の
園
芸
で
洋
ラ
ン
約
三
百
鉢
を
育
成
さ
れ
そ

の
道
の
プ
ロ
も
絶
賛
と
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
御
実
家
は
三
之
町
の
広
野

屋
さ
ん
で
す
。
長
兄
の
慶
作
さ
ん
（
94
）
は
日
本
プ
ロ
ス
キ
ー
発
起
人
の
お

一
人
で
、
苗
場
ス
キ
ー
場
で
は
ご
成
婚
当
時
の
天
皇
陛
下
を
ご
指
導
な
さ
い

ま
し
た
。
東
京
片
貝
会
の
『
母
校
を
励
ま
す
会
』
は
会
員
の
基
金
で
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
!!　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
修
次

東
京
片
貝
会
の
年
会
費
は
二
千
円
で

す
。
郵
便
振
込
み
は
窓
口
よ
り
で
き
る

だ
け
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
用
く
だ
さ
い
。
手
数

料
差
50
円
も
節
約
!!
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で
、「
自
分
を
信
じ
る
気
持
ち
」
に

あ
ら
た
め
て
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

そ
の
き
っ
か
け
を
、
心
の
ど
こ
か

に
、
必
要
な
く
な
る
ま
で
置
い
て

お
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
花
火
の

た
め
に
故
郷
の
同
級
生
と
会
う
と

き
、
時
間
を
超
え
て
、
器
用
さ
を

身
に
つ
け
る
前
の
自
分
た
ち
に
も

出
会
い
、
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て

き
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
、
そ

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い

と
、
講
演
会
で
は
願
い
を
込
め
な

が
ら
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
懸
命
に

聞
い
て
く
れ
た
後
輩
達
と
片
貝
町

地
域
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
Ｈ
29
・
4
・
1
〜
10
・
31
）

太
刀
川
三
郎
（
15
）、
中
川
克
子

（
17)

、
阿
部
修
次
、
佐
藤
安
治
、

神
林
勝
夫
（
21
）、
大
塚
順
一
、
友

田
善
智
（
22
）、
長
岡
利
夫
（
23
）

溝
手
俊
一(

26)

、
大
平
ア
イ
、
石

橋
行
夫
、
荒
木
ム
ツ
、
佐
藤
祐
一
、

藤
塚
文
顕
、
松
岡
規
子
、
吉
原
靖

子
（
27
）、安
達
隆
、黒
崎
勝
（
28
）、

横
田
房
枝
、
吉
井　

均
（
29
）、

安
達
弘
之
、
吉
田
正
子(

30)

、
芝

満
雄
、
小
野
塚
清
、
大
塚
國
夫
、

藤
塚　

悟
、
軍
司
雅
子
、
小
宮
善

興
、
大
矢
佐
知
子
（
31
）、
諸
我

時
夫
（
32
）、
安
達　

弘
（
33
）、

井
上
知
子(

34)

、小
林
栄
三（
35
）、

高
野
鈴
子
、
松
井
京
子
、
本
田
秀

幸
、
吉
原
敏
明
、
寺
町
明
美
（
37
）、

芝　

強
、
小
野
塚
和
夫
、
浅
井
忠

明
（
38
）、
谷
内　

弘
、
佐
藤
正
志

（
39
）、
太
刀
川
和
雄
、
岸
井
久
美

子
、
相
崎
俊
夫
（
40
）、
安
達　

徹
、
安
達　

仁
、
栗
原
知
子
（
41
）、

勝
又
一
司
、
安
達
裕
子
、
安
達
亮

一
、
高
坂
清
美
（
42
）、
藤
塚　

弘
、

内
藤
富
美
子
（
43
）、
吉
井　

謙

（
45
）、
松
井
正
之(

46)

、
藤
塚
伸

雄
（
48
）、
三
枝
則
子
、
渡
辺
由
紀

子(

49)

、
安
達
智
子
、
徳
永
隆
浩

（
52
）、
徳
永
雅
史
（
53
）、
安
達
良

喜
、
堀
井
ひ
と
み
（
54
）、
佐
藤

潤
（
55
）、
吉
田
貴
裕
（
56
）、
相

崎
清
輝
（
57
）、
友
田　

啓
（
58
）、

白
石
知
子
（
60
） 

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

　

左
記
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
、

JA
越
後
お
ぢ
や
様
よ
り
お
米
を
頂

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
（
Ｈ
29
・
4
・
1
〜
10
・
31
）

日
下
部
政
子(

02)

、
太
刀
川
三
郎

(

15)

、
中
川
克
子(

17)

、
阿
部
修

次(

21)

、
友
田
善
智
、
大
塚
順
一

(

22)

、
長
岡
利
夫(

23)

、
小
宮
秀

雄(
26)

、
石
橋
行
夫(

27)

、
安
達

隆(
28)
、
小
宮
善
興
、
大
塚
國
夫
、

芝　

満
雄
、
藤
塚　

悟(

31)

、
安

達　

弘(
33)
、
井
上
知
子(

34)

、

高
橋
則
夫
、
寺
町
明
美
、
吉
原
敏

明
、
松
井
京
子
、
本
田
秀
幸(

37)

、

浅
井
忠
明
、
小
野
塚
和
夫
、
芝　

強(

38)

、
谷
内　

弘(

39)
、
太
刀

川
和
雄(

40)

、
安
達
徹
、
小
林
和

弘(

41)

、
勝
俣
一
司(

42)

、
藤
塚

弘
、
内
藤
富
美
子(

43
）、
徳
永
雅

史(

53)

、
堀
井
ひ
と
み(

54)

、
佐

藤　

潤(

55)

、
相
崎
清
輝(

57)

、

友
田
啓(

58)

　

吉
原　

勇

　
　
　
　

飛
翔
会
（
第
44
回
卒
）

　

故
郷
の
片
貝
町
が
好
き
で
す

　

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
2
年
ほ

ど
前
に
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
の
方

に
誘
わ
れ
て
銀
座
に
あ
る
居
酒
屋

の
呑
み
会
に
出
た
こ
と
で
す
。
東

京
に
い
て
沢
山
の
片
貝
の
方
と
地

元
話
が
出
来
る
事
は
あ
ま
り
経
験

し
た
事
が
な
く
楽
し
く
不
思
議
な

体
験
で
し
た
。
そ
の
際
に
会
の
活

動
を
知
っ
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
初
め
て
参
加
し
た
総
会

は
思
っ
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
大

規
模
な
会
で
し
た
。
全
員
で
肩
を

組
ん
で
歌
う
「
木
遣
り
大
合
唱
」
は

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
る
で

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
一
角
が

片
貝
町
に
な
っ
た
か
の
よ
う
で
、

浅
原
神
社
の
前
で
歌
っ
て
い
る
錯

覚
に
陥
り
ま
し
た
。
あ
の
場
の
空

気
感
を
、
初
め
て
体
験
出
来
た
だ

け
で
も
総
会
に
参
加
し
た
価
値
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
会
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
行
事
に
積
極
的
に
加
わ

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
張
が
多
い
仕
事
で
す
が
、
都
合

を
つ
け
て
い
ろ
い
ろ
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
有
料
企
業
広
告
を
募
集
中
※

感動空間
新宿レフカダ
落語、漫才、コンサート
楽しい事がここにある！

芝　強（昭38年卒）
新宿区新宿5-12-4
☎03-5366-0775
http://lefkada.jp/

　

今
年
の
記
念
講
演
会
は
片
貝
中

学
校
の
創
立
70
周
年
記
念
講
演
会

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

後
の
緊
張
感
が
漂
う
中
、
特
許
庁

審
判
部
に
お
勤
め
の
相
崎
さ
ん
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
知
的
財
産
」っ
て
何
？
と
誰
し

も
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ

ろ
が
、
児
童
や
生
徒
の
方
達
に
親

し
み
の
あ
る
例
を
用
い
丁
寧
に
分

か
り
易
く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
か
ら
次
の
よ

う
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
◆
“
知
的
財
産
”
た
だ
漠
然
と

し
て
い
た
が
と
っ
て
も
身
近
で
大

切
な
こ
と
で
あ
る
◆
知
的
財
産
を

保
証
し
て
く
れ
る
商
標
権
、
特
許

権
、
意
匠
権
等
が
あ
る
こ
と
◆
企

業
等
が
生
み
出
し
た
技
術
、
ア
イ

デ
ア
が
「
一
番
」
を
独
占
す
る
た

め
の
審
判
を
し
て
い
る
一
つ
に
特

許
庁
が
あ
る
こ
と
◆
知
的
財
産
で

社
会
や
経
済
を
支
え
て
い
る
が
紛

争
が
起
き
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と

◆
こ
れ
か
ら
商
品
を
手
に
し
た
と

き
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
だ
！
と
気
を

留
め
て
み
る
目
が
養
わ
れ
た
◆
東

京
霞
ヶ
関
ツ
ア
ー
、
行
っ
て
み
た

い
で
す
◆
片
貝
か
ら
日
本
の
た
め

に
働
い
て
く
だ
さ
る
方
が
沢
山
お

ら
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
』
な
ど
多
数
。

　

ま
と
め
に
、
今
を
大
切
に
し
て

楽
し
い
思
い
出
が
思
い
返
せ
る
よ

う
に
。
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
仲

間
達
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

こ
ん
な
心
に
残
る
素
敵
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
を
終
え
て

　

相
崎
裕
恒
さ
ん
（
抜
粋
）

　

こ
の
度
、
故
郷
の
後
輩
達
に
講

演
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
主
題
は
私
の
仕
事
で
あ

る
特
許
に
つ
い
て
、
定
番
題
材
で

あ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
ド
ラ
え

も
ん
を
使
っ
て
説
明
し
、そ
の
際
、

利
益
追
求
を
目
的
と
す
る
企
業
も

自
ら
の
正
義
に
沿
っ
た
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
話
し
の
最
後
で
、
厄
年

の
花
火
の
際
の
同
級
会
を
「
タ
イ

ム
マ
シ
ン
」
に
例
え
ま
し
た
。
他

人
に
評
価
さ
れ
よ
う
と
し
て
疲

れ
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
コ
ン
ビ
ニ

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

母
校
を
励
ま
す
会
教
育
講
演
会

「
知
的
財
産
制
度
を
支
え
る
仕
事
と
は
」

　

相
崎　

裕
恒
氏　

昭
和
55
年
卒　

成
友
会

　
　
　

平
成
29
年
10
月
21
日　

片
貝
中
学
校
に
て

第 35回

若
ぇ
衆
登
場

 

米萬
小千谷市片貝町５３４７
Tel 0258-84-2057

黒崎交商有限会社

塗料･塗装機器
防水材･コーキング材

建築設計

小千谷市片貝町船橋 2387-1
電話：0258-84-2247
FAX：0258-84-3743

“開発から量産までトータルソリューション”

精密金型製造･各種プレス加工

小千谷市片貝町10245-1
TEL:0258-84-2308 FAX:0258-84-2080

URL http://www.yssmfg.co.jp/

(株)山口製作所
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ト
ボ
ー
ル
投
げ
佐
藤　

陸【
女
子
】

五
年
百
ｍ
石
黒
恵
奈
五
年
八
百
m

藤
塚
美
礼
四
百
m
リ
レ
ー
◆
六
年

市
親
善
陸
上
大
会
【
女
子
】
走
り

幅
跳
び
須
田　

愛
◆
県
競
書
大
会

県
書
道
教
育
研
究
会
賞
五
年
鈴
木

る
う
◆
新
大
競
書
大
会
準
特
選
五

年
鈴
木
る
う

■
中
学
校　

相
田
教
頭
先
生

　

片
貝
中
学
校
の
平
成
29
年
度
前

半
の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

夏
の
大
会
で
は
、
水
泳
の
品
田

琴
子
さ
ん
が
北
信
越
大
会
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
市
内
大
会
で

は
、
バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
が
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
敗
れ
る
な
ど
、
団

体
競
技
は
悔
し
い
結
果
で
し
た
。

秋
の
駅
伝
で
は
、
女
子
チ
ー
ム
が

中
越
大
会
８
位
で
県
大
会
初
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ラ
ー
ス

キ
ー
で
も
２
名
の
選
手
が
全
国
的

な
活
躍
で
し
た
。
70
周
年
記
念
式

典
で
は
、
東
京
片
貝
会
教
育
講
演

会
を
記
念
講
演
と
し
て
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
■
郡
市
陸
上
競

技
お
よ
び
水
泳
大
会
・
共
通
女
子

八
百
m
８
位
小
林
萌
香
、
共
通
女

子
千
五
百
m
５
位
井
上
美
那
海
、

１
年
女
子
八
百
m
７
位
小
林
日
香

莉
、
１
年
男
子
百
m
２
位
吉
井
愛

斗
、
女
子
百
m
バ
タ
フ
ラ
イ
１
位

二
百
m
背
泳
ぎ
１
位
品
田
琴
子
■

小
千
谷
市
各
種
大
会
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
２
位
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
２
位
、
卓
球
男
子
個
人

３
位
吉
岡
風
太
、
卓
球
女
子
団
体

３
位
、
個
人
３
位
神
林
莉
緒
、
ク

ロ
カ
ン
女
子
の
部
３
位
■
中
越
地

区
大
会
・
水
泳
女
子
百
m
バ
タ
フ

ラ
イ
３
位
二
百
m
背
泳
ぎ
３
位
品

田
琴
子
、
駅
伝
女
子
８
位
■
新
潟

県
総
合
体
育
大
会
・
水
泳
女
子
百

m
バ
タ
フ
ラ
イ
７
位
二
百
m
背
泳

ぎ
２
位
品
田
琴
子
■
北
信
越
総
合

体
育
大
会
・
水
泳
女
子
二
百
m
背

泳
ぎ
７
位
品
田
琴
子
■
中
越
地
区

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
中
学
校
Ｂ

Ⅰ
の
部
銀
賞
■
第
28
回
全
日
本
ロ

ー
ラ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
・
中
学
女

子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
２
位
藤
塚
亜

子
３
位
品
田
萌
衣
、
中
学
女
子
５

㎞
フ
リ
ー
１
位
藤
塚
亜
子
２
位
品

田
萌
衣
■
第
53
回
小
千
谷
市
児
童

生
徒
科
学
作
品
展
覧
会
・
金
賞
品

田
知
紗
子
■
小
千
谷
市
新
人
各
種

大
会
・
陸
上
１
年
女
子
八
百
m
７

位
千
五
百
m
８
位
小
林
日
香
莉
、

野
球
１
位
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
２
位
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

２
位
、
卓
球
男
子
個
人
２
位
吉
井

政
登
、
卓
球
女
子
団
体
３
位

・
選
手
数
の
増
加
で
黄
金
時
代
を

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
実
力

向
上
の
た
め
片
貝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
が
発
足
、
メ
ン
バ
ー
募
集
中
。

・
片
貝
の
伝
統
が
大
輪
の
花

　

第
91
回
全
国
花
火
競
技
大
会
で

（
有
）
片
貝
煙
火
工
業
が
初
参
加
で

第
三
席
と
な
る
優
秀
賞
と
特
別
賞

を
獲
得
し
た
。

・
祭
り
例
年
に
倍
す
る
盛
り
上
り

　

土
日
に
当
た
り
18
万
人
が
詰
め

か
け
た
。
尚
シ
ャ
ギ
リ
は
い
組
が

若
・
小
若
の
共
に
優
勝
と
な
っ
た
。

・
今
年
も
全
国
の
土
俵
へ

　

三
之
町
の
黒
﨑
琉
君
は
北
信
越

小
学
大
会
準
優
勝
で
12
／
3
の
国

技
館
全
国
大
会
へ
二
年
連
続
出
場

・
ス
ポ
少
バ
レ
ー
勝
ち
全
国
大
会

　

片
貝
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
は
新
生
チ
ー
ム
が
育
ち
二
年
連

続
で
全
国
大
会
出
場
権
獲
得

・
新
鮮
な
視
点
で
見
た
片
貝
祭
り

　

今
夏
に
一
ヶ
月
の
研
修
を
経
験

し
た
三
人
の
若
者
が
映
像
を
制
作

し
、
11
／
11
に
片
貝
総
合
セ
ン
タ

ー
で
上
映
、
好
評
を
博
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
勇
介　

 

　

片
貝
町
に
４
月
か
ら
着
任
し

て
、早
８
ヶ
月
、本
当
に
町
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
よ
く
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
っ
て
何
？
」
と
町
民
の

方
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
の
活
動
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
風
土
記
編
纂
事
業
で

す
。
江
戸
の
世
に
片
貝
の
日
常
を

記
し
た
書
物
「
や
せ
か
ま
ど
」
そ

の
現
代
版
を
と
い
う
気
持
ち
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
片
貝
の
日
常
か

ら
、
行
事
や
ま
つ
り
ま
で
ひ
た
す

ふ
る
さ
と
・
は
・
今

Ｈ
29
年
6
月
よ
り

Ｈ
29
年
11
月
ま
で

■
小
学
校　

楠
田
教
頭
先
生

□
片
貝
ま
つ
り

　

土
・
日
開
催
の
今
年
は
、
例
年

以
上
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
屋
台
の
曳
き
廻
し
、

巫
女
爺
ク
ラ
ブ
の
披
露
、
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
の
行
進
と
今
年
も
大
活
躍

で
し
た
。

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
観　

11
月
3
日
、

今
年
度
初
の
試
み
で
こ
の
参
観
を

実
施
し
ま
し
た
。
夢
を
実
現
す
る

の
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
何
か
、

講
師
の
体
験
談
や
映
画
鑑
賞
か
ら

感
じ
取
っ
た
事
を
も
と
に
親
子
で

考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の
カ

レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
も
好
評
で
し
た
。

□
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

連
携
で
、
年
間
二
回
の
あ
い
さ
つ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
期
間
中

の
朝
、
中
学
生
が
小
学
校
の
校
門

や
通
学
路
に
立
ち
、
互
い
に
目
を

見
合
い
、
手
と
手
を
触
れ
合
い
「
お

は
よ
う
！
」
と
。
町
中
に
元
気
な

あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

◇
児
童
の
活
躍
（
一
位
の
み
）
◆
わ

ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場
所
【
女
子
】

二
年
大
塚
煌
莉
、
五
年
藤
塚
美
礼

【
男
子
】
三
年
堀
井
夕
晴　

五
年

淺
田
晃
誠
、
六
年
黒
﨑
碧
琉
の
二

名
は
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
に
出
場
◆
市
親
善
水
泳
大
会
五

年
男
子
二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
大

塚
湊
多
◆
市
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
大
会

【
男
子
】
六
年
走
り
高
跳
び･

ソ
フ

（4）

ら
記
録
し
、
一
緒
に
参
加
し
、
お

手
伝
い
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
大
き

な
一
つ
の
活
動
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
記
録
は
記
事
に
し
て
HP

に
乗
せ
て
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ト
名

は
「
花
火
の
ち
晴
れ
」
で
す
。
ど

ん
ど
ん
更
新
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
是
非
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
交
流
人
口
増
加
事
業

で
す
。
片
貝
の
こ
と
を
も
っ
と

人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
フ
ァ
ン

を
ふ
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
去
年
の
成
人
玉

送
り
行
事
に
準
備
か
ら
参
加
し
私

は
片
貝
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
祭

へ
の
人
の
想
い
に
触
れ
る
ほ
ど
好

き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

思
う
と
片
貝
の
最
大
の
観
光
資
源

は
花
火
も
そ
う
で
す
が
、
人
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
片
貝
の
人
に

外
の
人
が
触
れ
て
、
片
貝
の
話
を

し
た
ら
片
貝
に
興
味
を
持
つ
の
で

は
な
い
か
？
そ
ん
な
自
信
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
夏
は
首
都
圏
の
3
人

の
若
者
に
一
ヶ
月
片
貝
に
住
ん
で

も
ら
い
、
ま
つ
り
に
は
準
備
か
ら

若
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
３
人
に
片
貝
ま

つ
り
の
映
像
作
品
を
作
っ
て
も
ら

い
、
今
ま
で
に
な
い
映
像
作
品
が

で
き
ま
し
た
。
町
で
の
上
映
会
で

は
好
評
を
得
、
中
に
は
涙
す
る
方

も
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
片
貝

に
触
れ
る
人
、
関
わ
る
人
を
多
く

し
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
応
援
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　

陽
光
会　

小
宮
善
興

　

茶
畑
に
あ
る
浄
照
寺
は
、
片
貝

に
来
て
か
ら
約
四
百
年
と
な
る
古

刹
で
す
。
戊
辰
戦
争
の
あ
っ
た
約

百
五
十
年
前
、
片
貝
村
は
会
津
藩

の
領
地
で
あ
り
浄
照
寺
に
は
会
津

軍
の
本
陣
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
二

日
、
会
津
軍
と
西
軍
（
官
軍
）
で
戦

い
が
起
こ
り
一
進
一
退
の
激
戦
と

な
り
ま
し
た
が
、
西
軍
は
軍
備
力

に
優
れ
、
会
津
軍
は
撤
退
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
目
標
と
な
っ
た
浄

照
寺
の
樅
の
木
に
は
、
砲
弾
の
跡

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

片
貝
の
村
に
は
、
人
足
・
人
夫
、

宿
泊
、
賄
い
、
炊
き
出
し
な
ど
が

課
せ
ら
れ

ま
し
た
。

更
に
被
害

は
、
鴻
巣

二
軒
、
寺

町
・
大
屋

敷
で
十
三

軒
の
民
家

が
焼
失
し
て
い
ま
す
。
浄
照
寺
の

裏
に
は
、
西
軍
の
戦
死
者
五
名
の

墓
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
達
は
、

遠
く
名
古
屋
か
ら
進
攻
し
て
き
た

農
兵
隊
で
、
同
じ
隊
の
四
名
は
小

千
谷
船
岡
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

故
郷
片
貝
の
周
辺
で
、
日
本
の

将
来
を
か
け
て
、
若
い
人
達
が
激

し
く
戦
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
な
ら

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
便
り

 

浄
照
寺
と
戊
辰
戦
争

町
の
で
き
ご
と


